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この報告集は、 1998年 11月 30日–12月 4日に数理解析研

究所で行なわれた研究集会「代数的整数論とその周辺」の報告集です。

辻 雄、平田典子、田口雄–郎、金子昌信各氏による Survey lec-

tures を巻頭に掲載させていただいた他は講演の順に編集しました。
尚 U. Jannsen 氏による “Homotopy theory of algebraic varieties”

(after Morel and Voevodsky) (Survey lecture), 同氏による “Class
field theory for surfaces over finite fields”, 斎藤恭\urcorner -p氏による “Cer-
tain $eta$-products arising from elliptic root systems whose Fourier

coeffiecients are non-negative” の三講演については残念ながら原稿

がいただけませんでした。

講演者の方々、原稿執筆して下さった方々、そして様々な形で協力

して下さった方々に厚く御礼申しあげます。

研究代表者 伊原康隆

(京大数理研)

1999年 4月
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